


ーと快適性の要求に応えるため，ますます広がりつつある。このよ

うなインバータ回路においては，IGBT や MOS-FET といったパワ

ー半導体スイッチング素子が，大容量の電力パワーを高精度かつ柔

軟に制御するために用いられており，その駆動周波数は，数 kHz

から



3 高周波駆動機器への応用例

3.1 インバータ電気機器用高周波リアクトルへの適用

インバータを用いる電気機器においては，いったん商用周波数の

交流を直流に変換，すなわち整流した後，さらに周波数や電圧の異

なる所望の交流に変換している。このような整流回路を含む回路で

は，平滑コンデンサーへの突入電流により高調波成分を多く含む電

流が流れる。この高調波成分は，電源回路を逆流し，同系統に接続

されているコンデンサなどを焼損するなどの影響が出る。この高調

波成分を除去するため，通常二種類の方法が採られている。一つは，

高調波分をフィルタリングするためのインピーダンス成分すなわち

リアクトルを回路に直列に挿入する方法である。インピーダンスは

周波数とともに増大し，高周波の電流成分を選択的に除去すること

ができる（パッシブフィルター）。もう一つは，Fig. 4 に示す方法

であって，高周波のスイッチング素子により，入力電流の波形を強

制的に，入力電圧と同じ正弦波に合わせ込む方法である（アクティ

ブフィルター）。後者の方法では，スイッチング周波数である数

kHz から数 10 kHz の速さでの，高周波リアクトルへの磁気エネル

ギーの蓄積と放出がきめ細かく行われることとなる。そのため，こ

の高周波リアクトルの鉄心材料には，そのような高周波でのエネル

ギーの授受を高効率に行うため低鉄損が求められる。

リアクトル用素材の比較として市販のリアクトルコアであるアモ

ルファスコアに加え，HiFreqs でも同等のインダクタンスを有する

リアクトルコアを試作し，実際に，2.5 kW の電気機器の電源回路

に組み込んで，鉄損を測定した。その結果の比較を Fig. 5 に示す。

この機器のスイッチング周波数は 25 kHz であった。HiFreqs は，

従来の材料と比べて損失が小さく，リアクトル用コア材料として遜

色ない特性を有すると言える。

3.2 電縫管の誘導加熱溶接用インピーダへの適用例

電縫管の高周波誘導加熱溶接に用いられているインピーダへの適

用結果について述べる。インピーダとは，10 kHz �t�K�l�h�{




